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大腸癌データベースを利用した再発・予後不良因子の包括的な解析 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会 の審査を受け、病院長承認のもと、

下記の臨床研究を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、

あなたのデータを取り除くことができない場合がございますので、ご了承ください。 

研究課題名 大腸癌データベースを利用した再発・予後不良因子の包括的な解析 

研究実施機関の 

研究責任者 

九州医療センター 消化管外科 久松 雄一 

 

研究の背景 大腸癌の罹患率は上昇し、当科でも手術、化学療法、放射線治療など単独、あるいは集学的
に治療を行うことで、予後の改善に努めています。しかし、いまなお、再発、現病死に至る患者さん
を多く認めます。当科では年間 100 例を超える大腸癌の手術実績があり、大腸癌のデータベース
を作成することで、後ろ向きに様々なテーマや問題点をピックアップして、解決の糸口を発見する努
力をしています。 

研究目的 大腸癌手術症例における再発や合併症のリスク因子をデータベースを利用して検討します。 
 

研究実施期間 【調査対象期間】2007年-2023年8月31までに大腸癌の手術を受けた方のデータを2023年9
月30日までまとめる。 
【研究期間】倫理審査委員会承認後から西暦 2024 年 4 月 17 日まで 

研究の方法 【対象となる方】 
2007 年 1 月-2023 年 8 月 31 までに大腸癌の手術を受けた方 
【調査方法】 
診療録から情報を収集して、解析します。 
【研究に利用する診療情報】  
☒年齢  ☒性別  ☒身長 ☒体重  ☐写真【部位︓      】 
☒病歴 ☒既往歴  ☒治療歴  
☒予後「発症（手術）から最長５年目まで」 
☒臨床検査データ【血液検査（CEA や CA19-9）栄養指数（Alb）】 
☒画像データ【CT、MRI、レントゲン   】 
☐アンケート【   】 
☒有害事象【副作用・合併症の発生等】 
☒その他【 病理診断  】 

【情報等の管理】 



●試料・情報の管理責任者 
九州医療センター 消化管外科 （職名）医員  （氏名）久松 雄一 

個人情報の取扱い 研究に利用する検体や情報には個人情報が含まれますが、院外に提出する

場合には、お名前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除しま

す。 

研究組織 この研究は、単施設で行われます。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 消化管外科 がん臨床研究部 医員 

久松 雄一 

相談窓口 九州医療センター 消化管外科 久松 雄一 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 
 

共同研究機関 施設名 ／ 研究責任者の職名・氏名 

なし 

業務委託機関 
施設名／責任者の職名・氏名・業務内容 

なし 

通常診療等で得られ

た試料・情報の提供

のみを行う機関 

施設名／責任者の職名・氏名 

なし 

研究協力機関 
（研究目的で取得す

る試料・情報の提供

のみを行う機関） 

施設名／責任者の職名・氏名 

なし  

 

 

 


